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三鷹に 1969 年に移転し、『神学雑誌』も 13 号（1980
年）まで続けられた。その間学生増を考慮して神
学部神学科に神学専修コースとキリスト教社会福
祉コースを設けることとしたが、第 14 号（1981 年）
からは誌名を『テオロギア・ディアコニア』と改





































だろう。これは第 39 号（2005 年）の紙型の A5
版から B5 版への変化や、巻末の「投稿規定」や
「執筆要領」などの指示と言った形式的な面に現
れただけでなく、３学科の関わる学問領域におけ
る、学的な貢献や、必要な学的討論への対応の可
能性も開くものであったと言えよう。手元にある
第 49 号を見てもそれは、共同研究の成果として
の論文、国際会議における講演、博士論文要約、
投稿論文、実践報告などと言った内容にはっきり
現れていると言ってよく、今後に期待される可能
性を示していると言ってよいであろう。この流れ
の中で、2014 年から大学は１学科（人間福祉心
理学科）５コース（キリスト教人間学コース、福
祉相談援助コース、地域福祉開発コース、子ども
支援コース、臨床心理コース）へと再編した。
このような変化の歴史に応じつつ、『神学雑誌』
第 1 号から通巻で数えられてきて、この『研究紀
要』は今年度の発行をもって第 50 号となる。学
的にも、実践的にも充実し、研究的対話に開かれ
た大学研究紀要としての更なる発展と充実を期待
し、また願うものである。
